認知症デイケアにおける社会的相互作用を活用した支援の意義 by 山下 真里
【学位論文審査の要旨】
本研究は筆者が十年余にわたる認知症高齢者への心理臨床的支援の実践を踏まえた上で、
ケア職員と高齢者との相互作用のみならず、従来はあまり取り上げられてこなかった入所
者同士の社会的相互作用が健康状態などにどのように影響を及ぼすか検討したものである。
本研究のような認知症高齢者への非薬物療法的支援研究の歴史は世界的に見ても半世紀
以上の歴史がある。当初のリアリティオリエンテーションといった訓練法から、近年はパ
ーソンセンタードケアといった全人的なケアの流れになってきており、住み慣れた地域で
の暮らしを重視する新オレンジプランの施行と共に、通所サービス等を利用した認知機能
低下予防やＢＰＳＤ等の軽減といった期待が高まっている。従来、治療同盟が難しい認知
症高齢者へのアプローチは心理臨床的に難しいと考えられてきたが、対人交流に着目した
検討の必要性を提示した点が本研究の１つの大きな意義である。
第二部ではケア職員と認知症高齢者の相互作用をとりあげ、その課題と心理士の役割を
提案している。介護実習を終えた介護学生の事例対処法の自由記述回答を分析し、認知症
高齢者の思いを重視する視点を持ちながらも実際の対応は説得と説明に終始してしまい、
視点を変えたり関係性の活用を考えているものは一部であることを明らかにした。また多
彩な身体症状と通所拒否の事例に関わった自験例を取り上げ、認知症高齢者とケア職員、
ケア職員同士、主観的評価と客観的評価をつなぐ心理士の関わりが、訴えの改善や周囲と
の交流に有効であったことを指摘している。ケア職員のつながりの中での支援の有効性を
示唆できたことが本研究の２つ目の意義である。
第三部では認知症高齢者同士の社会的相互作用のＢＰＳＤやＡＤＬへの影響を論じてい
る。ソシオメトリー分析で認知症高齢者の交流タイプを、単独型高群低群・ペア型・グル
ープ型にわけ、比較的重度のアルツハイマー病患者に多いペア型は安心感や相手を見習う
行動などを通じてＢＰＳＤやＡＤＬなどの悪化や低下を防ぎ、比較的維持されることを示
した。またペア型の自験例を取り上げ、その相互作用の推移と、それを維持するための職
員の介入のプロセスを明らかにしている。この結果から認知症高齢者同士の社会的相互作
用の意味を明らかにしたのが３つめの意義である。
審査結果
博士論文審査ではこれらの点が評価されると同時に、いくつかの課題も指摘された。例
えばタイプ分けされているのは、わかりやすい反面、それぞれの個性や特性などが見えに
くくなっており、それらをどのように支援に活かしてゆくのか、考察を膨らませてもよい
のではないかという指摘があった。また心理士の役割が心理士でなくてはならない必要性
などをもっと書いて欲しかった、さらにスペキュレーションも含めて一般化した考察を広
げて欲しかったというの意見が出された。また認知症高齢者同士やケア職員とつないでゆ
く心理士の役割を、先行研究の学生相談における「つなぎモデル」との異同などを論じて
欲しかったといった意見も出された。筆者は指摘された本研究の不十分さや課題を認めつ
つ、さらなる研究の積み重ねの必要性を論じた。
これらのことから本研究は不十分な点はあるものの、本論文は博士論文として十分な内
容と水準を持つものである。公開審査における質疑応答も優れた見識と意欲を示しており、
指摘された課題点を含め、今後の研究を発展させてゆく十分な力を示すものであった。よ
って審査者一同は一致して山下真里に博士（心理学）の学位を授与することが適当である
と判断した。
